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学校経営計画 
 

ミッション追求のための取組 及び 重点的取組 
分 掌 名 具体的な方策 目標とする状態・達成基準 達成状況（中間） 

中 
間 
評 
価 

達成状況（最終） 

最 
終 
評 
価 

結果分析及び改善策 

 

ミッション追求のための取組  

生徒とともに 

 

【1 年次「基盤づくりと学類選択｣】 

・基本的生活習慣の確立と主体的に学ぶ態度

の育成 

・互いを尊重する人間関係の構築、多様な体

験による自己の理解と発見、自己実現に向

けた学類選択への支援 

 

【2 年次「活動の充実と進路選択」】 

・学類を特色付ける教育活動や発信の充実を

通じた、高度な知識・技能を活用するため

の高い思考力、判断力、表現力の育成 

・探究的な学びや学校行事を通して協力し助

け合う人間関係の構築、キャリア形成と進

路選択への支援 

 

【3 年次「自己実現」】 

・学びを自らの意思と意欲で深化させていく

資質や能力、態度の涵養 

・自己実現に向け、互いに支え高め合う人間

関係の構築と、卒業後の人生設計を踏まえ

た進路決定への支援 

 

1 年次団 

「チーム城東 39」として高め合える生徒、生徒教
員間のよりよい人間関係を創り、自己を高める学
びとその他の活動のリズムをつくって、学類選択
を適切に行い、自分の進路の道筋を創る。 

様々なことに積極的に取り組みながら、安全に
気を生徒が配ることができる。 
3 点固定で予習・復習・課題に取り組むリズム
が生徒に概ね確立している。 
学類選択など生徒が生徒同士でも教員にも相談
できる気風が醸成できている。 

現在、具体的な方策を総合的な探究の
時間、ＬＨＲ、面談などを通じて、生
徒とともに実践しているところであ
り、概ね計画通り有機的に実施できて
いる。 

Ｂ 

概ね安全・安心に気を配りながら生活している。 
学習のリズムを概ね確立できている。 
学類選択に際して生徒どうし、教員、家族と相
談し概ね納得のいく選択ができている。 

Ｂ 

交通事故、防犯意識の向上には課題がある。 
精神的に疲れている生徒も散見され、学校行事、部
活動とのバランスが課題である。 
 

2 年次団 

学校の中心年次として、学校行事、部活動等で生
徒同士が協働して取り組み、自主的・自律的に行
動できるよう支援する。また諸活動を通じて自ら
の適性を知り、よりよい進路目標が設定できるよ
う支援する 

積極的に挑戦する姿勢をお互いに尊重しなが
ら、支え高め合う人間関係が構築できる。年次
目標の『文武両道』『凡事徹底』を実践できる。 

翠緑祭やオープンスクールの準備、ま
た部活動などにおいて、中心年次とし
ての自覚を持ち、生徒同士で協働し、
取り組むことができている。また、諸
活動を通じて、自らの進路について考
えようとしている。 

B 

学校行事や部活動、委員会活動等で中心年次と
しての自覚を持ち、それぞれの活動の在り方を
模索しつつ、協働的自律的に取り組み、成果を
上げることができた。 

A 
諸活動で中心となる生徒が目標高く自主的に取り組
める一方、集団としての取り組みとフォロアーシッ
プのさらなる涵養が求められる。 

3 年次団 

最終年次として、部活動や学校行事など全てにお
いて全力でやり切らせ、面談や年次集会だけでな
く日々の指導や声かけを通して、受験への切り替
えについて支援する。 

生徒一人一人が自らやるべきことを判断し、全
力で取り組んでいる。また、生徒同士が互いに
認め、高め合う集団になっている。 

多くの生徒が最後まで部活動をやり切
り、受験へと意識が大きく切り替わっ
ている。まだ部活動がある生徒につい
ても、周りと協同しながら高め合って
いる。 

Ｂ 

最終年次として、部活動、学校行事等を全力で
やり切った後、受験に向けて意識を切り替え、
自らが進むべき道を目指して学習に取り組み、
成果を上げることができた。 

Ｂ 
志や目標を高く持ち続けさせるためにさまざまな取
り組みを粘り強く行ってきた一定の成果は出ている
が、さらなる工夫が求められる。 

進路指導
課 

キャリアカウンセリングとしての面談に加え、大
学説明会の開催や学習支援、土曜講座などのさら
なる充実を図り、主体的な学びを後押しし、主体
的で多様な進路選択、およびその実現を支援する。 

大学説明会や学習支援について、継続的な実施
と内容の充実がなされ、多くの生徒が積極的に
参加している。 
学校自己評価４「城東高校は、自分の進路選択
に向けて、面談や講習会などを通じてきめ細か
な指導を行っている」の評価を保持する。 

大学説明会については、1 学期で 4 回
実施。うち、卒業生によるものも 2 回
実施している。今後とも積極的に進め
ていきたい。学習支援については、の
べ２５０名を超える生徒が受講し、好
評だった。  

B 

大学説明会は 7 回実施。うち、卒業生によるも
のが 5 回であった。昨年同様、芸術関係も実施
できた。昨年度とは異なる大学もあり教員の参
加も増えつつある。また、校内案内板の掲示や
ブログへのアップなどを通じて、生徒・保護者
にも取組の様子が伝わるように配慮した。 

B 

概ね定着してきたが、日程的にも６月～9 月に集中
するため、今後は組織的に取り組める体制作りが課
題である。教員の負担にも配慮しつつすすめていき
たい。学校自己評価４「城東高校は、自分の進路選
択に向けて、面談や講習会などを通じてきめ細かな
指導を行っている」の評価は保持できた。 

国 際 課 
異文化体験研修カナダコース、FLAT in OSAKA、
海外修学研修、交流会、講演会等の活動の充実を
図る。 

１年次生が異文化体験研修カナダコースに 30
名程度、FLAT in OSAKA に 20 名程度、 
２年次生が海外修学研修に 20 名程度参加する。 

異文化体験研修カナダコースに 40 名、
FLAT in OSAKA に 24 名を派遣予定で
ある。今後、中国訪問団との交流会、
スタンフォード大学院生との交流会を
実施予定である。今後も様々な体験型
の学びを企画し、生徒の国際的な視野
を育てていく。 

B 

異文化体験研修及び、FLAT in Osaka どちらも
目標数以上の生徒が参加した。また３月実施の
海外修学研修も２５名が参加予定である。中国
訪問団やスタンフォード大学院生との交流会い
ずれも、生徒の国際理解を深める良い機会とな
った。 

A 

どの活動においても、参加生徒は充実した時間を過
ごし国際的視野を広げ、異文化理解や語学学習への
動機を高めることができた。来年度に向けて、さら
に各研修内容の充実を図り、生徒のより深い学びや
将来の進路に繋がる学びが達成できるよう計画した
い。 

GLOBAL 
「総合的な探究の時間・学校設定科目」における
地域密着の課題研究の取組を充実させ、課題解決
能力や、他者と協働する力を育成する。 

学校自己評価アンケートの質問項目「城東高校
は、他者と協力してさまざまな課題を解決する
力がつく学校である」の生徒平均値が例年と同
じ水準を維持する。 

必要に応じて各年次 GLOBAL 係で会議
をもち情報共有をすることで、縦横の
連携をとりながらの適切な運営がなさ
れている。 
講演会や企業訪問等の事前学習・事後
学習（振り返り）において、昨年と同
様に充実した取組がなされている。 

Ｂ 

１年次企業訪問や国際交流の活動内容の拡大・
充実に努めた。 
学校自己評価アンケートの質問項目「城東高校
は、他者と協力してさまざまな課題を解決する
力がつく学校である」の生徒・保護者・教員と
もに平均値は昨年度とほぼ同じであった。他の
グローバルに関する質問項目も例年並みで、
種々の取組成果が生徒や保護者に届いたと判断
できる。   

Ｂ 

本校代表として参加する各種発表会は、年度当初に
係で共有をしていたため、代表グループの選出は問
題なく行えた。今後も、生徒が主体的に応募したい
ものについては、適宜検討するが、学校代表として
参加するものは、今年度並みで調整したい。 

生 徒 課 
翠緑祭（文化の部・体育の部）を成功させる。ま
た、行事のブラッシュアップを図り、持続可能な
行事となるようにマニュアル・資料を作成する。 

生徒が生徒会行事へ主体的に参画し、安全に運
営できる。学校自己評価の「学校行事は、生徒
が中心となって取り組んでおり、充実したもの
となっている」の±0.2 ポイントを維持できる。 

生徒会執行部と翠緑祭実行委員会に携
わる生徒の人数が 75 名となり、新たな
取り組みやイベントに参画し、準備を
進めることができている。 

B 

学校自己評価の「学校行事は、生徒が中心とな
って取り組んでおり、充実したものとなってい
る」の評価が生徒の平均値が 4.8 と、高い数値
を維持している。 

A 

生徒会行事以外にも、リーダー研修会など生徒が主
体的になる場の設定ができた。これにより生徒自身
が学校行事や学校生活を考え作り上げているという
実感が味わえたと考える。今後も生徒が主役、教員
が支援するというバランスを維持したい。 

 

ミッション追求のための取組  

保護者とともに 
 

共に生徒を育てるよきパートナーであり続

けるために、対話・情報共有を積極的に行う。 

⇒保護者懇談・三者懇談の充実、公開授業・

学校行事の開放等の開かれた学校づくり 

等 

1 年次団 
相談課、保健室、医療機関等との連携を密にして、
生徒・保護者の理解に努め、悩みを抱えた生徒を
支援するため、保護者との連絡を早期にとる。 

悩みを抱えた生徒に対する必要な支援のため、
様々な観点で兆候をつかんだ場合早期に連絡を
取る。 

年次団内をはじめ、相談課、保健室と連
携し、悩みを抱えた生徒に積極的にカウ
ンセリングを紹介したり、教員による面
談を行っている。個々の生徒に応じて三
者懇談を早めるなど機動的に対応して
いる。 

Ｂ 

生徒が概ね安全・安心に気を配ることができる
ような連携をとれた。 
学習リズムを生徒が確立する連携がとれた。 
生徒の学類選択に際して、概ね納得のいく選択
ができる連携をとることができた。 

Ｂ 

交通事故、防犯意識の向上等連携する必要がある。 
精神的に疲れている生徒も散見され、学校行事、部
活動とのバランス等保護者と連携する必要がある。 
 

2 年次団 

学校の中心年次として、学校行事や部活動に取り
組む生徒の活躍や、学類研修の様子などを時計台
や城東ブログなどで発信する。年２回の保護者懇
談や保護者会で生徒の様子を伝え、家庭での様子
を聞く。 

生徒の活動を保護者とともに支えていることが
実感でき、学校自己評価アンケート等の結果に
反映されている。 

学類研修の様子を日々保護者に届ける
ことが出来た。また、事後にも時計台や
城東ブログなどで発信することができ
た。各クラス担任が生徒と程良い距離を
保ちながら接しており、気になる生徒の
保護者とは連絡を取り合っている。 

B 

普段の学校生活の中で、様々な悩みを抱えた生
徒や保護者に対して、担任、相談課、保健室と
連携を取ることができている。また、保護者面
談等を通して、担任と保護者が個々の生徒の学
校生活や家庭での様子について共有している。 

B 
担任と保護者が生徒の活動を支えていることが出来
ているが、生徒がさらに高い志や目標を持てるよう、
保護者と共有していきたい。 

3 年次団 

時計台、Classi 等で、進路に関する情報を丁寧に
発信するとともに、保護者懇談等で悩みや課題を
共有しながら、協働して生徒のキャリア実現を支
える。 

保護者と学校とが協働して生徒のキャリア育成
を支えていることが、学校自己評価アンケート
等の結果に反映されている。 

生徒面談を通して生徒の進路希望を担
任が把握し、保護者懇談を通じて保護
者との共有を図れている。また、時計
台を通じて生徒への助言などを適切に
行っている。 

Ｂ 

進路や学校生活に悩みを抱えた生徒や保護者に
対して、担任、相談課、保健室と連携を取るこ
とができている。長期欠席の生徒も少数いるが
クラス担任の声かけで、来るようになった生徒
もいる。 

Ｂ 

三者面談を通じて生徒との進路や日常生活について
情報交換が出来た。また、個別に相談がある保護者
にも担任が中心となって対応が出来た。保護者と生
徒との間で進路希望の違いが見られることもあり、
その調整に苦労したところもあった。 

教 務 課 

６月と 10 月に保護者対象の授業公開を実施し、
学校の実際について理解を深めるとともに、教員
が取組について改善を図る契機となるようアンケ
ート結果を全教員に共有する。 

保護者が城東高校の授業に理解を示し、自らの
声が学校に届いていることを実感できている。 

６月の授業公開は昨年度より２週間日
程を早めて実施した。昨年度１回目の
人数をわずかに超える 220 人の保護者
に来校いただいた。アンケートの結果
も肯定的な意見が多かった。 

B 

10 月の授業公開においても、昨年度より多く保
護者に参加いただいた。２回の参加者数の合計
は 390 人であった。具体的なクラスや授業名を
取り上げて、感想を寄せてくださる保護者もお
り、今年度も盛況であった。 

A 
1 回目と 2 回目で曜日が異なる方が、いろいろな授
業を見られてありがたいという意見があった。日時
の設定の参考にしたい。 

生 徒 課 
生徒会活動や部活動の情報を月に３回以上は発信
する。文化広報委員会など生徒会が中心となって
情報を校内掲示する。 

城東ブログ、翠緑祭実行委員会インスタグラム、
HP、校内掲示を通して生徒会活動の情報を保護
者と共有できる。保護者から理解と協力を得て
支援された結果が学校自己評価アンケートに反
映されている。 

生徒会行事や生徒の活動に係る情報の
共有・発信と文化広報員会を中心に校
内におけるアナウンスが着々と進めら
れている。掲示の方法にも工夫が加え
られている。 

B 

保護者からの理解と支援をいただいた結果が、
学校自己評価アンケートに反映されている。そ
れらに関連する４つ項目の評価が 0.1 ポイント
ずつ上昇した。 

B 

昨年度よりは広報活動を充実することはできたが、
学校の生徒会活動全般を網羅するにはまだ発信力が
足りないと感じられた。来年度は、生徒からの発信
できる場を増やし、柔軟に対応しながらタイムリー
な情報を発信したい。 

A：基準を大きく上回っている    B：ほぼ基準どおりである 

C：基準に達していない、あるいは課題達成に向け大きな課題がある 



 

ミッション追求のための取組  

地域とともに 
 

本校の教育を広く発信して本校教育への理

解を促し、支援者・実践者を増やすことで協

働して生徒を育てる。 

⇒学校運営協議会を中心とした、外部機関と

の連携や地域とのつながりを深める活動の

推進 等 

総 務 課 

オープンスクールや学校説明会、本校 HP におい
て、生徒が主体となって活動する様子を積極的に
発信する。 
特にオープンスクールにおいては、学校の様子を
生徒自らが発信することで、生徒の自主的自律的
行動力も育成する。 

在校生の活躍を中学生・保護者が好意的に受け
止め、「求める生徒像」を理解した上で本校を志
願している。 
自主的・自律的行動力の高まりが、学校自己評
価アンケート等に反映されている。 

オープンスクールについては、生徒課
と連携し、生徒会生徒の主体性を尊重
しながら企画運営を進めている。 
地域等に向けた学校広報においては、
ブログのレイアウトを工夫すること
で、他校との差別化を図るなどの新た
な提案が担当から出るなど、能動的な
改善が見られている。 

A 

オープンスクールは、昨年度を上回る来場者数
があり、アンケートの記述においても生徒の運
営力を評価する声が多数あるなど、本校の魅力
を最大限伝えることができたと思う。次年度の
志願者数も昨年度より増加しており、高い成果
があったと言える。 
ブログ更新も、起案を簡略化することでよりス
ピード感をもって発信できた。 

A 

オープンスクールについては、現在中学 3 年生のみ
の実施であるが、次年度は中学 2 年生にも来場して
もらえるよう、席数の確保をする。また、音楽学類
の魅力をより発信できる取組を検討していきたい。 
ホームページとスクールガイドの在り方について
も、それぞれの良さを活かした形になるよう、新た
な取組を検討していきたい。 

GLOBAL 
これまでの研究成果を引き継ぎ、コミュニティ・
スクールとして、地域、生徒、教員が協働するこ
とで、GLOBAL の取組内容の一層の充実を図る。 

地元企業・地元大学と連携・協働し、企業訪問
や課題研究に取り組むことで、GLOBAL の取り
組みが昨年度と同様に地域と繋がったものにな
っている。 

今年度も現地集合という形で、企業訪
問を継続実施することができた。
GLOBALⅡおよびⅢにおいても、中間発
表最終発表で大学の先生に指導助言を
依頼している。新規事業として、１年
次東大 GLOBAL 講座を実施し、好評を
得ている。 

B 

中間発表・最終発表では岡山大学以外の大学か
らも指導助言を依頼することができた。岡大の
先生も、２名新規でお願いした。岡大の中で、
新しい方に引き継ぐシステムがある学部もあり
非常に協力的であった。コミュニティスクール
として、GLOBAL のあり方など生徒や学校評議
委員の方とともにディスカッションを行った。 
 

Ｂ 

地元企業と連携した企業訪問、地元大学と連携した
課題研究発表など概ね例年並みに実施することがで
きた。学校運営協議会の委員の方からは、本校生徒
に期待する部分が大きく、様々な面でサポートをし
ていただき、よりよい GLOBAL の内容に繋げていき
たい。 

 

ミッション追求のための取組  

教職員として 
 

すべての教職員が安心して生き生きと働け

るような環境を共につくりあげる。 

⇒学校の実情に即した実践的校内研修の充

実、協働的な職場づくり 等 

管 理 職 

朝礼、職員会議、研修等の場を活用し、ハラスメ
ントや不祥事事案について積極的に取り上げ、教
職員間で話題を広げる。これにより、問題意識を
共有し、相互理解を深めるとともに、実践的な対
策を講じる機会を増やす。 

不祥事防止に向けた改善提案やアイディアが共
有され、教職員全体の意識が高まる。さらに、
ストレスチェックの調査結果において、「仕事の
負担」や「心身の健康度」等の項目で、全国平
均を上回る数値を達成する。 

全教職員に教育動画研修を実施し、ハラ
スメントや不祥事への理解を深めた上
で、職員朝礼等でも事案や話題を共有し、
問題意識の醸成と対策の促進を図った。
また、ストレスチェック調査の結果は、
学校に届き次第、教職員間で共有する。 

Ｂ 

不審物点検業務は、急に舞い込んだ対応であっ
たものの、職員が連携して、校内の状況に即し
た適切かつ確実な調査を行った。ストレスチェ
ック調査の結果では、「仕事の負担」や「心身の
健康度」等の項目で、いずれも全国平均を 0.1
以上下回った。 

Ｂ 

ストレスチェック調査の結果では、「職場の一体感」
が前年度より 0.22 上昇し、2.89（全国平均 2.66）
となった。教職員同士の関係性が強まっていること
を踏まえ、今後は同僚性をさらに高めながら、不祥
事防止に向けた意識啓発と相互チェック機能の強化
を図り、安心して働ける職場環境の構築につなげる。 

総 務 課 

 学校自己評価アンケートや新入生アンケート等
をもとに、昨年度精選した広報の内容や方法を見
つめ直し、より効果的・効率的な広報活動を推進
する。 
 学校評価に係る各種アンケートを実施し、結果
の共有を図り学校改善の一助とする。 

 各種広報活動における発信内容の充実が図ら
れ、効率的・効果的な広報活動が行われている。 
 例年並みの志願倍率を維持している。 
 学校評価に係る各種アンケート結果が共有さ
れている。 

学校自己評価アンケートや新入生アンケ
ートは、分析結果を校内教職員に周知す
ることで、成果や課題を共有するととも
に、本校の強みとして学校広報でも活用
できている。 

B 

アンケートの結果および分析は適切なタイミン
グで各所と共有し、より信憑性のある学校評価
につなげることができた。生徒や保護者の声を
学校広報に活用する意義は非常に高く、説明会
に参加された方からは、より説得力があったと
の評価をいただいた。 
生徒を通じてアンケート結果を全校生徒にもフ
ィードバックし、生徒が考える機会もつくった。 

B 

自由記述の分析は生成 AI を活用することで、より
客観性の高い分析になったと考えている。 
今年度は実験的な活用であったが、次年度はより課
の取組として定着できるレベルになるよう研究を進
めていきたい。また、この良さを校内に共有するこ
とで、職場全体の生産性向上に努めていきたい。 

教 務 課 
 学校の内規について、現状に合わせて改定を行
い、教育活動が行いやすいようにする。他課と協
力しながら作業を行う。 

新教育課程にかかわる項目については、確実
に改定を行う。他課に関わる項目については、
問題点を共有し、改定に努める。全体で８割以
上の改定を目指す。 

７月時点では、まだ改定はほとんど進
んでいない。夏季休業を利用して、作
業を進めていく予定である。 

C 

新教育課程にかかわる項目については、修正を
加えて改定を進めているが、全体での共有はこ
れからである。軽微なものについては、年度中
に改定できている。 

B 

項目によっては改定が不要なものもある。必要なも
のから継続して改定を進めていく。また、最新のも
のをデータベース化して、利用しやすい形に整えた
い。 

J L P 
生徒の自己実現に向けて小論文、入試面接等に関
する教員の指導力向上を目指すための研修会を企
画・運営する。 

小論文伝達講習会などの研修会を実施し、小論
文、入試面接等に関する情報を共有できる。 

7 月中旬に小論文・志望理由書対策講座
を受講した若手教員（2 名）が、8 月下
旬、全教員を対象に伝達講習会を実施
予定である。 

Ｂ 

7 月末に小論文・志望理由書対策講座を受講し
た若手教員（2 名）により、全教員に対して小
論文伝達講習会を実施した。入試面接に関する
情報については、インターネット出願による変
更点等とともに、進路検討会等の機会をとらえ
て紹介することができた。 

B 

小論文伝達講習会は、若手教員の研修をベースとし
て実施しているが、近年のテーマのトレンドや志望
理由書の書き方も紹介し、全教員にとって良い研修
の場となっている。一方で講習会の実施者として若
手教員が研修方法の工夫を行う等、教員育成という
面においても効果を挙げており、次年度以降も継続
していきたい。 

厚 生 課 

地震等の災害に対応できる実践的な防災避難訓練
や防災について学ぶＳＨＲを実施する。また、校
内美化体制の整備、充実を図るため、美化委員会
の活動を活発化させ、生徒が主体的に校内美化に
取組めるよう具体的な目標の設定や活動を支援す
る。 

災害発生直後の教員・生徒の行動が明確で、ス
ムーズな避難が可能な防災訓練や防災について
学ぶＳＨＲを複数回実施している。また、美化
委員会を中心に重点目標が定められ、課題解決
に向けて自主的な取組を実施している。 

災害発生直後の教員・生徒の行動を明
確にして、防災訓練を実施できた。ま
た訓練方法や防災について学ぶＳＨＲ
を実施した。美化委員会を中心に重点
目標を定め、教員とも課題を共有して
校内美化に取り組めている。 

B 

災害発生直後の教員・生徒の行動を明確にして
防災訓練を実施できた。垂直避難時の避難経路
確認についてもＳＨＲを複数回実施できた。美
化委員会を中心に重点目標を定め、教員とも課
題を共有して校内美化に取り組む機会をもつこ
とができた。 

B 

本年度は天候にも恵まれ数年振りにグラウンドへの
避難移動も実施できた。実施により見えた改善点は
次年度の訓練計画に盛り込みたい。教員と生徒で清
掃の課題を共有して校内美化に取り組めた。普段の
清掃活動へもつなげていきたい。 

 
重点的取組 
 
（１）ＩＣＴ活用も含めた組織的な授業研究

に取り組み、主体的学習者としての

「10 の資質・能力」を学校として総

合的に育成する。 

J L P 

学校運営協議会での「10 の資質・能力」の検討を
もとに、本校の授業や OJT などの研修会等の在り
方を検討し、育成すべき資質・能力の伸長に資す
る授業の推進を支援する。 

教科ごとの研修会や全体での研修を実施し、育
成すべき資質・能力や、その基盤となる学習評
価方法などを共有できる。 

「10 の資質・能力」を育成する基盤と
なる学習評価法の確立に向けて、授業
評価アンケートや自己評価アンケート
などを分析する予定である。また、次
回の学校運営協議会に向けて、若手教
員により学校分析を行うとともに、教
職員に分析結果を発表し、意見具申を
行う予定である。 

Ｂ 

11 月から 12 月にかけて実施された、生徒によ
る「授業評価アンケート」、また、12 月に実施
された、生徒による「10 の資質能力自己評価ア
ンケート」からは、授業を通して「10 の資質・
能力」の育成されていることが確認できる。し
かし、基礎学力の項目の数値は低調であった。 

B 

「10 の資質能力」のアンケートで基礎学力の項目の
伸長が課題となる。生徒自身が基礎学力がついたと
実感できるような授業の在り方を模索する必要があ
る。また、「10 の資質能力」の項目についての提案
も実現しておらず、学校運営協議会での生徒の意見
を踏まえつつ、丁寧な現状把握・分析を行い、育成
すべき資質・能力について整理を行っていきたい。 

 
重点的取組 

（２）多様な生徒のキャリア upgrade を図

り、キャリアカウンセリングやニーズに

応じた種々の活動を充実させ、主体的な

キャリア形成に資する。 

相 談 課 
現在の教育相談体制の維持・充実を図るとともに、
様々な機会を捉えて教育相談的な発想を浸透さ
せ、主体的なキャリア形成の伸長に寄与する。 

校外のカウンセラー、相談機関との連携を維
持・発展させる。 
進路面談に教育相談的発想を生かし、自立の精
神を涵養させる。 

カウンセラー、校医、ＳＳＷとの連携
はよく取れている。担任・保健室との
意思疎通も図れており、早めの対応が
行えている。 

B 

生徒の自己評価は 4.1 と維持されている。これ
は、日常の先生方の対応が通じていることの表
れであろう。保護者への浸透も引き続き進めて
いきたい。 

B 

教育相談に関しての学校内外の諸機関との連携はよ
く図られている。この体制を維持・充実させていき
たい。個々の教員へのサポートも、丁寧に進めてい
く。 

進路指導
課 

JLP や他の分掌とも連携して、教育課程やそれに
基づく大学入試で求められる力の育成に資する研
修会への参加や伝達講習会を実施する。入試に関
する情報の収集を推進し、保護者との共有を図り
つつ多様な進路の実現のための指導体制を検証す
る。 

新教育課程やそれに基づく大学入試で求められ
る力を身につける手立てとして、補習や土曜講
座、実力テストのあり方、またキャリアカウン
セリングとしての面談のあり方が共有され、具
現化できている。入試情報については、保護者
とも共有されている。 

オンデマンド形式の普及により入試研
究会などへの積極的な参加、情報共有
が進んでいる。また夏期の教科研修に
ついても、教科単位での参加、情報共
有の形ができつつある。小論文伝達講
習会については、8 月に実施予定であ
る。 

B 

外部研修への教科としての参加、情報の共有、
それを踏まえた生徒指導という流れが少しずつ
できてきた。教科「情報」についての指導体制
もひとまず整ったが 2 年次（38 期）で教材を変
更した。取組の状況を見守って行きたい。 
今後の状況を確認しつつ、年次・教科と連携を
とりつつ改善していきたい。  

B 

教科研修の促進と、教科で連携しての生徒指導の体
制を今後も整えていきたい。 
また、新教育課程入試については、来年度で 3 年目
を迎える。今後も状況をみながら対応していきたい。 

 

重点的取組 
 

（３）地域と協働して生徒を育てる体制をよ

り充実させるとともに、生徒が主体的に

地域の活動等に参画しようとする意欲

を高めるよう支援する。 

図書文化
課 

図書館の備える機能の周知を図るととともに、授
業・探究学習を通じての書籍や資料による深い検
証や情操の涵養、進路研究等に寄与できるよう努
める。 
校内外での委員会活動を主体的に行い、図書館利
用の推進を図る。 

一般的な読書活動のみならず、授業や探究学
習・進路研究等において生徒が図書館の機能を
うまく活用し、内面の深化を実現できる。 
読書を通じた交流を通して、本と人、人と人が
つながり、高い知性や豊かな情操を育むことが
できる。 

授業や探究活動での利用はもとより、
図書委員会での他校との協働制作や保
護者向けの貸し出しを新たに実施して
いる。進路に役立つ書籍の展示、イン
スタでの新書紹介、企画展示、図書館
イベント等も継続して行っている。 

A 

授業での書籍活用も多く、探究活動でもポータ
ルサイトを利用いただいた。企画展示や図書だ
より、インスタグラムの充実に加え、他校と連
携してのPOP立て作成、日経新聞電子版の導入、
校誌城東改訂や城東おつかい便の提案など、委
員会の活性化とともに、生徒・地域の読書の喚
起に努めた。 

A 

生徒や先生方からの意見をもとに、図書室の在り方
の基本に忠実でありながら、既存の概念にとらわれ
ない改善を行ってきた。生徒も昨年度に比べてレフ
ァレンス機能をより活用するなどの試みが見られ
た。今後も読書推進のための活動を充実させ、さら
にきめ細やかな支援を行っていきたい。 

生 徒 課 
行政、地元企業、大学と協働したボランティア活
動を年間 3 回実施する。 

コミュニティ学校発展委員会の助言を活かしな
がら「地域に根差した社会貢献活動」を通して、
生徒の自己肯定感を高める。 

ボランティア活動の準備が進められ、
７月より本格的に活動できる予定であ
る。 

B 
台風や降雨の関係で、予定していた活動が一部
できなかった。一方で複数活動の場を用意して
いたので、活動の機会を担保することはできた。 

B 

気候、時期、規模（人数）、場所などを考慮して生徒
が気軽に参加しやすい活動を再考し精選したい。そ
の結果、ボランティアへ携わる生徒が増えることが
望ましい。 

 


